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資  料

スズメノハコベの新産地とその生育立地
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は じ め に

スズメノハコベMicrocarpaea  minima  (Koenig)

Merrillはゴマノハグサ桙スズメノハコベ属の1 年草で,

全体は小さく, 茎は匍匐してよく分枝する. 日本では本

州, 四国, 九州, 沖縄の湿地に生える( 大井, 1975) と

されており, 稲刈り後の水田などにもみられる.

近年, 農薬の多用や圃場整備事業により水田の環境

が大きく変化し, かつては水田雑草として普通であっ

た種も危機的な状況であることが指摘されている

(レッドデータブック近畿研究会, 19  9 5 ; 角野,

1999). 水田をおもな生育環境とするスズメノハコベ

もそのような危機的な種の一つであり, 植物版レッド

リスト( 環境庁自然保護局野生生物課, 1997) には,

絶滅危惧IB 類の種として掲載されている. 近畿地方

における現状は, レッドデータブック近畿研究会

(1995) によると, 和歌山県, 三重県では現在も生育

しているが, 大阪府では既に絶滅し, 兵庫県について

は分布情報はあるが, 標本などの裏付けがないと報告

されている.

兵庫県植生誌研究会は, 兵庫県立人と自然の博物館

の委託を受けて, 地域の植生を把握することを目的と

した地域環境調査と, 兵庫県の貴重な自然一兵庫県版

レッドデータフッター(兵庫県, 1995 厂記載種および

比較的分布量が少ないと考えられる種の生育立地に関

する情報を得ることを目的とした植物調査を継続的に

行っている. 著者らは, 但馬地域における地域環境・

植物調査において, 朝来郡和田山町枚田でスズメノハ

コベを確認した( 写真1). 本報告は, スズメノハコベ

の生育立地の環境条件や種組成を把握するために行っ

た調査の結果をとりまとめたものである.

調 査 方 法

スズメノハコベ生育地およびその周辺の種組成を把握

するため, 植物社会学的方法(Braun-Blanauet,l  964)

に基づく調査を行った. スズメノハコベが生育している

植分で!, 調査区, 隣接する植分において2 調査区の合計

3 調査区を設定し, その中に生育するすべての種につい

て, 階層毎に調査面積に占める被度を百分率で測定する

とともに, 植生高, 立地環境などを記録した. なお厂調

査面積は, 調査区毎に植分の発達状態や相観的な立地環

境が均質となるように配慮し, 0.3 ×0.3~0.5 ×0.5  m

とした.

調 査 結 果

生育立地

スズメノハコベを確認したのは, 1998 年10 月23 日,

兵庫県北部に位置する朝来郡和田山町枚田( 北緯35 °

20y 東経134 ° 29へ 標高100 m) の休耕後1 年程度と考

えられる水田であった( 図1, 写真2). 本種は,1 枚の

休耕田の中央付近に数箇所の小群を形成し, 以下に示し

た種と共に生育していた. 本種は地面を這うように生育

し, 高さは1cm にも満たないが, 結実しており, 成熟個

体と考えられる. 生育立地は水田土壌のため粘土質であ

り, やや湿った条件下にある.
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図1. スズメノハコベ確認位置.

今回の確認位置を ● で示した.

種類組成

スズメノハコベの生育する植分およびそれに隣接する

植分は, コナギ, タマガヤツリ, ヒデリコ, トキンソウ

などの水田や湿地に生育する種群で構成されており, イ

ネクラスあるいはアゼナ群団( クラス未決定) に位置づ

けられるものと考えられる( 表1). 植生高は0.1~

0.25m と極めて低く, 植被率も35~70% と立地を密に

被うほどではない. また, 出現種の生活形( 宮脇ほか,

1994) を調べた結果, Th  (1 年生植物) が80% 以上を

占めていた.

今後の課題

本種は水田という継続的に人為的攪乱を受ける立地を

主要な生育環境としており, 共存する種の大部分が水田

耕作に適応した小型の1 年生植物である. このような立

地は, 耕作を停正し放置すると短期間で遷移が進行し,

多年生草本群落へと移行する. そうなれば, 地面を這う

ようにしか生育できない本種は, より大型となる多年生

植物に被圧され, 消滅する可能性が高い. 今回はスズメ

表1. ス ズメノハコベ生育地およびそ の周辺の種類組成



ノハコベの分布量が少なく, 十分な調査資料が得られな

かったが, 今後, 自生地の水田の管理状況や立地条件に

ついて詳細に調査するとともに,他地域の資料を収集し,

比較を行うことで, スズメノハコベの生育条件を明らか

にしていきたい.

本種は個体サイズが小さく, あまり目立たない植物で

あるため, 今まで見過ごされてきた可能性もある. 今回

本種を確認した休耕田は, 圃場整備もされており, 特殊

な環境ではなかったことから, 稲刈り後や休耕後間もな

い水田などの調査が必要であろう.
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写真1. スズメノハコベ(1998 年10 月23 日撮影)

写真2. スズメノハコベ生育地周辺の初夏景観(1999 年7 月2 日撮影)




